
「2025年度までに理事に占める女性の割合を10％以上に、
女性理事が登用されていない組織数をゼロに」新時代にふ
さわしい土地改良団体の創造を目指して進めましょう！

土地改良団体における
男女共同参画推進ニュース

2022.11 第９号

全国水土里ネット女性の会研修会10/21
100人で意見交換 “意識醸成のための運動論”を探る

※詳しい情報が必要な方は 全土連土地改良広報センター 牧､野口まで TEL:03-3234-5480/E-M:midorinet@inakajin.or.jp

農業農村整備の集い(10/20)

ひと口メモ

私どもの会社では、男
性だから、女性だからと
いう意識が特にないと思
います。
「女性活躍推進法」と

いいますが、皆さん「女
性活躍」という言葉に違
和感を感じないですか。
女性はもともと活躍し

ていますよね。私の子供
が大人になる頃、昔はこ
んな言葉があったね、と
いうようになれば良いと
思います。（疏水ネットワー
ク研修会）

いよいよ男女共同参画の取組み
を本格化させる時が来ました。
「理事の10％以上を女性にする」
今年から集中的に取り組んでいた
だくようお願いします。

企業の取組を研修(10/24)

全国水土里ネット根本由紀子会⾧
（かづの土地改良区事務局⾧）

グループワークでの意見（抜粋）

田部井建設株式会社
川島弘美次⾧

萩原丈巳氏（水土里ネットやま
なし総務課⾧）は全国水土里ネッ
ト女性の会初代会⾧として各県の
女性の会の立ち上げなどに尽力さ
れました。

男女共同参画功労者へ感謝状贈呈

全国土地改良事業団体連合会
室本隆司専務理事

基調講演

都道府県水土里ネット会⾧会議
宮崎雅夫顧問

応援メッセージ

多様な視点や価値観は創意工夫をもたらし、社会
を変える力となります。いま、これまで以上に女性
の参画が求められています。

女性がいきいきと活躍できる職場は、すべての職員がいきいきと
活躍できる職場です。その必要性を土地改良関係者それぞれの立場
で理解し、一体となって取組むことが重要です。

根本会⾧
メッセージ

宮崎顧問

全国土地改良事業団体連合会
二階俊博会⾧挨拶

 変わっていくか変わらないかは理事⾧や理事次第。経営者である理事⾧の理解と行動が必要。
 トップや役員さんの考え方を変える研修会を開催する必要がある。
 男性ばかり土地改良事業について勉強する場があったように思う。女性にも機会を与える。
 女性もどんどん外へ出て、広い視野を持つことが必要。意識的にそのような機会を増やすことが重要。
 女性だけでなく若い男女の意見も取り入れる。
 国や全土連に理事会や総代会で男女共同参画の必要性を説明してほしい。

土地改良とは？業務・歴史、そし
て事業の目的と農業振興活動の重要
性等々、いまお伝えしたい必須事項
をお話しします。

皆さんで水土里の輪を各地で広げ
てください。私に皆さんの声を聞か
せてください。私も国会での話をし
ます。意見交換をしましょう！


